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平成22・23年度の新しい保険料率が決定しました。

　
　新しい保険料率で計算した平成22年度保険料は、
今年の８月中旬以降にお知らせします。
　所得の低い方に対する「保険料の軽減」は今年度も
継続されます。
　後期高齢者医療制度に加入する直前に会社などの健
康保険の被扶養者であった方については、均等割９割
軽減が継続されます（市町村の国民健康保険や国民健
康保険組合は含まれません）。

問本庁舎国保年金課　内2175／福島県後期高齢者医
　療広域連合☎024ｰ528ｰ9025

後期高齢者医療制度保険料率

新保険料率

均等割額 ４０,０００円（据え置き）

所得割額 7.60％（前年度と比較して＋0.15％）

す
（
９
月
30
日
ま
で
申
請
い
た
だ

け
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
４
月
分

か
ら
随
時
支
払
い
ま
す
）
。

※
10
月
１
日
以
降
の
場
合
は
、
申

請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
。
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福
島
地
方
気
象
台
で
は
、
５
月

27
日
㈭
か
ら
、
気
象
警
報
・
注
意

報
を
市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
に
警
報
や
注
意
報
が
発
表
さ
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
が
わ
か
り
易

く
な
り
ま
す
。

　
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
福

島
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
福
島
地
方
気
象
台
か
ら
の
重
要

な
お
知
ら
せ
」
に
あ
る
平
成
22
年

１
月
26
日
分
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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台
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⃝
日
時
　
６
月
５
日
㈯
～
平
成
23

年
２
月
19
日
㈯　
（
毎
月
第
１
・

３
土
曜
日
）
／
午
前
10
時
～
正
午

⃝
会
場
　
白
寿
園
（
北
中
川
原
）

⃝
対
象
・
人
数　
小
学
生
・
中
学

生
／
初
級
10
人　
中
級
15
人

（
先
着
順
）

問
日
本
将
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白
河
支
部
事
務
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ど
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４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

⃝
対
象　
０
歳
～
中
学
３
年
生

⃝
支
給
額　

一
人
あ
た
り
月
額

１
万
３
、
０
０
０
円

⃝
所
得
制
限　
な
し

⃝
支
給
時
期　

▽
６
月
10
日
（
４
・
５
月
分
）

▽
10
月
８
日
（
６
月
～
９
月
分
）

▽
２
月
10
日
（
10
月
～
１
月
分
）

⃝
申
請
内
容　
３
月
分
ま
で
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
で
、
中

学
２
、
３
年
生
が
い
な
い
方
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
学
２
、
３
年
生
が
い
る
方
や

所
得
制
限
等
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⃝
申
請
者　
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
父
母
等　

⃝
申
請
先　
本
庁
舎
こ
ど
も
課
、

各
庁
舎
教
育
振
興
課
、
各
行
政
セ

ン
タ
ー

⃝
申
込
期
限　
５
月
14
日
㈮
ま
で

期
日
を
過
ぎ
る
と
6
月
の
支
払
い

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

⃝
日
時　
５
月
21
日
㈮
／
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（
受
付
午
後
５
時

30
分
ま
で
）

⃝
会
場
　
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

⃝
内
容
　
土
地
、
建
物
、
金
銭
の

貸
し
借
り
、
離
婚
、
相
続
の
問
題

な
ど
（
秘
密
厳
守
）

問
白
河
調
停
協
会
（
福
島
地
方
裁

判
所
白
河
支
部
内
）
☎
㉒
５
５
５

５⃝
日
時
　
５
月
30
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら　
※
小
雨
決
行

⃝
会
場
　
白
河
小
峰
城
芝
生
広
場

⃝
内
容
　
神
事
、
中
村
流
・
戸
山

流
・
山
之
井
流
・
水
府
流
・
英
信

流
・
神
伝
流
、
試
斬

※
慰
霊
祭
参
列
や
他
流
派
で
演
武

を
希
望
す
る
方
は
、
住
所
、
氏
名

を
明
記
の
う
え
、
５
月
25
日
㈫
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

中
村
流
抜
刀
道
新
誠
会　
美み
の野
☎
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爽
や
か
な
季
節
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
、

日
本
の
食
と
文
化
を
支
え
て
き
た
米
づ
く
り
が
始
ま
り

ま
す
。
い
つ
も
の
光
景
な
が
ら
、
命
を
つ
な
ぐ
象
徴
の

「
田
植
え
」
に
は
、
祭
り
の
よ
う
な
心
の
高
ま
り
を
覚

え
ま
す
。

　
食
と
い
え
ば
、
環
境
や
安
全
と
の
関
わ
り
で
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
食
品
偽
装
、
残
留
農
薬
、

食
物
の
燃
料
化
、
大
量
の
食
べ
残
し
。
最
近
、
環
境
問

題
を
打
開
す
る
考
え
方
と
し
て
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
言
葉
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
年

前
、
ケ
ニ
ア
の
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
植
樹
に
よ
る
砂
漠
緑

化
の
功
で
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
彼

女
は
、「
消
費
の
抑
制
・
資
源
の
再
利
用
、
再
使
用
」
を

訴
え
、
世
界
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
日

の
機
会
を
得
て
、
自
分
の
提
唱
す
る
精
神
に
合
致
す
る

大
和
言
葉
と
し
て
「
も
っ
た
い
な
い
」
に
出
会
っ
た
よ

う
で
す
。
以
来
、
国
連
で
も
ユ
ネ
ス
コ
で
も
こ
の
言
葉

を
用
い
、「
も
っ
た
い
な
い
」
は
今
や
国
際
化
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
思
え
ば
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
、
普
段
着
で
あ
り

な
が
ら
、
豊
か
で
多
く
の
意
味
が
こ
も
っ
て
い
る
実
に

い
い
言
葉
で
す
ね
。
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
御
飯
を
残
す
、
時
間

を
無
駄
に
す
る
、
力
を
出
し
惜
し
み
す
る
と
、「
も
っ
た

い
な
い
」
こ
と
を
す
る
な
と
、
よ
く
先
生
や
父
母
に
叱

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
こ
の
言
葉
に
は
、
も
っ
と
大
き
く
奥
の
深
い
意

味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
か
こ
の
世
の
あ
り
が
た

い
も
の
、
か
た
じ
け
な
い
も
の
に
対
し
感
謝
の
念
を
込

め
て
尊
敬
す
る
と
い
う
、
謙
虚
で
柔
ら
か
な
感
情
で
す
。

日
常
生
活
に
根
づ
き
、
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
言

葉
は
偉
大
で
す
。

　
日
本
列
島
至
る
と
こ
ろ
「
食
べ
放
題
、
飲
み
放
題
」。

欲
の
満
載
で
、
メ
タ
ボ
だ
、
成
人
病
だ
と
大
騒
ぎ
。
し

か
し
、
わ
が
国
に
は
昔
か
ら
「
腹
八
分
目
」
や
「
腹
八

分
目
に
医
者
い
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
腹

一
杯
食
べ
な
い
で
、
二
分
は
残
す
と
い
う
知
恵
。
ほ
ど

ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
控
え
る
と
い
う
態
度
。

　
自
制
す
る
心
が
譲
る
心
に
通
じ
、
こ
れ
が
他
へ
の
思

い
や
り
に
転
じ
、
や
が
て
「
足
る
を
知
る
」
と
い
う
穏

や
か
な
心
境
に
昇
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

え
ば
、
宮
崎
駿
作
品
の
ア
ニ
メ
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

に
、
ご
馳
走
を
手
当
た
り
次
第
頬
張
る
う
ち
に
、
人
間

の
顔
が
豚
に
変
わ
っ
て
い
く
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
や
宇
宙
船
地
球
号
の
乗
組
員
と
し
て
、
先
進
国
も

後
進
国
も
自
分
の
言
い
分
を
押
し
通
す
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、
抑
制
と
調
和
の
精
神
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
や
「
腹
八
分
目
」
の
理
念
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
球
環
境
・
食
料
等
の
世
界
的
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
ま
た
こ
れ
か

ら
の
人
類
の
行
動
モ
デ
ル
と
し
て
も
、
日
本
か
ら
全
世

界
に
発
信
す
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
飯
舘
村
は
、
地
域
づ
く
り
の
中
心
に
「
ま
で
い
な
暮

ら
し
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
手
間
を
か
け
、
て
い
ね
い

に
、
慎
み
深
い
姿
勢
。
共
に
生
き
る
地
域
の
人
々
と
助

け
合
い
、
な
い
も
の
を
ね
だ
ら
ず
、
あ
る
も
の
を
探
す

地
に
足
を
つ
け
た
生
活
。「
ま
で
い
」
と
は
土
地
と
人
に

な
じ
ん
で
き
た
含
蓄
の
あ
る
言
葉
で
す
。
効
率
や
成
果

に
重
き
を
置
く
考
え
の
対
極
に
あ
り
、
今
後
の
小
都
市

や
農
山
村
の
進
む
べ
き
ひ
と
つ
の
方
向
を
示
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
幸
せ
の
度
合
い
を
測
る
尺
度
は
、
物
的

豊
か
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヨ
コ
の
人
の
つ
な
が

り
、
文
化
や
自
然
に
囲
ま
れ
る
安
ら
ぎ
等
、
形
に
表
し

に
く
い
も
の
も
大
事
な
要
素
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
見
渡
せ
ば
、
山
々
は
日
一
日
と
若
草
色
か
ら
濃
い
緑

に
塗
り
替
わ
り
、
目
に
は
早
苗
が
青
々
と
波
う
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
美
し
い
五
月
。
全
て
の
生
命
が
躍
動
し
、

輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。
表
に
出
て
、
そ
の
息
吹
を
浴

び
ま
し
ょ
う
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
も
っ
た
い
な
い
と

     

　
　
　 

腹
八
分
目
』

市
長
の

手
控
え
帖

【文化財看板設置事業】
　白河市内には現在、132件の国・県・市指定（国認定含む）の文化財があり、
文化財課では、これらの解説看板の設置を進めています。
　昨年度は、市指定史跡「小峰城跡」に所在した門・櫓

やぐら

などの位置を示した案
内板や、太鼓門・本丸御殿を解説する個別の説明板などを設置し、訪れる皆さ
んがその建造物について詳しく理解いただけるように努めました。
　「小峰城跡」は、先ごろ国指定史跡への申請を行いましたが、今年度も引き
続き看板設置を進めます。また、市民の皆さんの身近にある文化財をより知っ
ていただくため、看板がない箇所への設置や老朽化が激しい箇所の更新を進め
ていく予定です。　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎文化財課☎㉗2310

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

▲本丸御殿跡に設置した
解説看板

ま
ち
か
ど
伝
言
板

無
料
調
停
相
談

案
内

子
ど
も
手
当

こ
ど
も
将
棋
教
室
生
徒
募
集

第
11
回
中
村
流
抜
刀
道
・
戊
辰

の
役
戦
没
者
慰
霊
祭
奉
納
演
武

福
島
地
方
気
象
台
か
ら
の
お
知
ら
せ


